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1はじめに
環境科学A／B、保育内容研究（環境）、保育内容演習（環境）、理科教
育法、理科概説、初等理科、課題研究A／Bを教えるものとしてこれらの
どの科目も身近な自然の知識が必要であることから、白鴎大学の周辺の植
物についての調査を昨年度から実施している。
今年は、気温が高く晴れた日が長期に続いて影響もあると思われるが、
図書館横の芝生にはネジレソウが群生して咲いていた。昨年度の調査では
同じ芝生に数本程度のネジレソウを見つけたのみであったから、植物はそ
の年の気候の特色を良く反映していることがこのネジレソウの生え方でも
理解できる。
今年度は、前回掲載できなかった部分とその後確認できた野草をまとめ
たものである。白鴎大学は思川の川縁にあり、自然環境には大変恵まれて
いる。この恵まれた環境を題材にして自然についての見方や自然環境の理
解を深めるためにまず野草から調査することが最善の方法であると確信
している。それほど広い範囲ではないが、調査すると実に多くの野草・
木々・水生生物・昆虫・動物がそれぞれの命を育んでいる。すべてを調査
するには長時間が必要であり困難であるが、分かったものから発表してこ
れからの講義や研究の基礎資料にするつもりである。このような身近な環
189
小原政敏
境の地道な研究が学生達の自然環境保全への意識を高め温暖化をはじめ地
球環境の変化の実証的な検証につながることを期待している。
2．野草の調査結果
調査は、すべてデジタルカメラに写真として記録し、それを研究室の植
物図鑑と比較してその植物の名前を特定することにした。植物図鑑等で名
前が判明するものは環境を保全するために採取はしないことにした。以下
調査で撮影した白鴎大学周辺の野草の写真と判明した名前である。番号は
前回に引き続いて連番とした。
（65）
種名：ススキ（多年草単子
葉類）科名：イネ科
学名：MiscanthussinensisAndress
葉：線形、根元から出るも
のと茎に付く葉があ
る。長さ50～80cm、幅0．7
～2cm茎根：茎は何本も出て株にな
る。根は堅いヒゲ根
花：茎の先に茶褐色の花穂
分布：我が国全土（朝鮮半
島・中国）
撮影場所：思川河川敷公園
撮影日時：2006／9／21
秋の七草
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（66）
種名：チカラシバ（多年草単
子葉類）
科名：イネ科
学名：Pemiset㎜alop㏄uroides
Spre㎎e1葉：根元から出る葉のみ、
長さ30～60cm
幅は5～8mm葉の舌に毛が一列に生える。
茎根：直立茎、細いが強い、
大きい株となる。
大きな力でも抜けない
のでカシバとなった。
花：茎の先に黒紫色で15cm
位の花穂が直立する。
分布：北海道西南部、本州、
四国、九州、沖縄
撮影場所：思川河川敷公園
撮影日時：2006／9／21
（67）
種名：ヨモギ（多年草合弁
花）科名：キク科
学名：ArtemisiaprincepsPamp
葉：互生、羽状に深く切れ
込む。茎根：直立茎、よく枝分かれ
する。地下茎が枝分かれして
横に伸びる。
花：管状花、茎に上部に小
さな頭花が集まる。
分布：本州、四国、九州（朝
鮮半島）
撮影場所：思川河川敷公園
撮影日日寺：2006／9／21
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（68）
種名：スイバ（多年草雌雄
異株）科名：タデ科
学名：RumexacetosaL
葉：互生、根元の葉は多く
出る。茎根：直立茎、円柱形で縦の線
がある。
地下茎は太く短い。細
い根が多い。
花：茎の先に穂になって咲
く。（円錐花序）
分布：北海道、本州、四国、
九州、北半球
撮影場所：思川河川敷公園
撮影日時：2006／9／21
（69）
種名：ワレモコウ（多年草）
科名：バラ科
学名：Sanguisorbaofficinalis
葉：互生、羽状複葉
茎根：直立茎、堅い、無毛、
上部は枝分かれ
花：枝の先に卵形の短い穂
（穂状花序）
分布：日本全土、朝鮮半島、
中国撮影場所：思川河川敷公園
撮影日時：2006／9／21
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（70）
種名：ノボロギク（越年草）
科名：キク科
学名：SenecisvulgarisL
葉：互生、やや厚ぼったい
茎根：直立茎が1本立ちする
か、根元から枝分かれ
する。花：茎や枝の先に、黄色い
管状花の花頭がつく。
分布：ヨーロッパ原産の帰化
植物撮影場所：白鴎大学敷地内
撮影日時：2006／9／21
（71）
種名：不明
科名：
学名：
葉：互生、葉柄が短い、長
卵形茎根：茎から枝分かれして多
数の枝が出る。
花：枝の先端に小さな花が
多数穂のように咲く。
分布：
撮影場所：理科室ベランダプ
ランター撮影日時：2006／9／21
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（72）
種名：不明
科名：
学名：
葉：枝の先端に3枚の葉。
茎根：直立茎、枝分かれする。
花：茎の先に枝分かれして
小さな花が咲く。
分布：
撮影場所：白鴎大学理科室
ベランダプランター
撮影日日寺：2006／9／21
（73）
種名：ノハラアザミ（多年
草）科名：キク科
学名：C並siumTanakaeMsオsum
葉：互生
茎根：茎は1m位
花：茎の上部で分岐し短い
柄の先に頭状花
分布：中部地方より北、栃木
県日光の深山では日光
アザミという。
撮影場所：理科室ベランダ
撮影日時：2006／10／12
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（74）
種名：不明
科名：
学名：
葉：肉質
茎根：
花：黄色い多弁花
分布：
撮影場所：思川河川敷
撮影日時：2007／4／18
（75）
種名：カラスノエンドウ（越
年草）科名：マメ科
学名：ViciasepiumL
葉：互生、小葉が12～14枚
茎根：つる茎、巻きひげで巻
き付いて伸びる。
花：花の付け根に蝶形の花。
分布：北海道を除く日本全
土、アジア・ヨーロツ
パ撮影場所：思川河川敷撮影日時：2007／4／18
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（76）
種名：ハルジョオン（越年
草）科名：キク科
学名：Erigeronph丑adelphicus
葉：互生、茎の葉は長楕円形
茎根：直立茎上部で枝分かれ
花：上部の枝の先端に頭花
が集まって咲く。
分布：北アメリカ原産の帰化
植物撮影場所：思川河川敷
撮影日時：2007／4／18
（77）
種名：キツネノボタン（多年
草）科名：キンポウゲ科
学名：Ranmcし血sg鋤erMa㎞o
葉：互生、葉のへりは波打つ
茎根：茎は分岐する。有毒
花：茎の先に黄色の五弁花
分布：日本全土
撮影場所：思川河川敷
撮影日時：2007／4／18
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（78）
種名：不明
科名：
学名：
葉：茎は互生、葉のへりは
浅い切れ込みがある。
茎根：根元より枝分かれした茎
花：薄紫色
分布：
撮影場所：思川河川敷
撮影日時：2007／4／18
（79）
種名：不明
科名：
学名：
葉：互生、葉の切れ込みが
深い茎根：直立茎
花：茎の上部の枝に頭花
分布：
撮影場所：白鴎大学敷地内
撮影日時：2007／9／26
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（80）
種名：シマスズメノヒエ（多
年草）科名：イネ科
学名：Paspalumd丑aiatumPo止
（E）dallisgrass
葉：対生
茎根：地面をはって四方に広
がる。花：小穂をつける。
分布：南アメリカ原産、関東
以南に分布する。
撮影場所：白鴎大学敷地内
撮影日時：2007／9／26
（81）
種名：ヘクソカズラ（落葉・
つる木）
科名：アカネ科
学名：PaederiascImdensMerL
varmaireiHara
葉：対生、楕円形で先がと
がる。茎根：茎な長く伸びてつると
なる。左向きに絡ま
る。茎や葉から悪臭がする。
花：釣り鐘形の花
分布：日本全土、朝鮮半島、
中国撮影場所：思川河川敷
撮影日時：2007／6／26
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（82）
種名：不明
科名：
学名：
葉
茎根：
花
分布：
撮影場所：思川河川敷公園
撮影日時：2007／8／30
（83）
鍵鱗讃．．．懸i難棚
i纒・纒、ポ妻』闘某灘・．盛鞠溜諜根1?，』?
慧蹴》概，．齢．馴分布：畿纈騰難1騰
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（84）
種名：ヤブカラシ（多年草）
科名：ブドウ科
学名：CayradajaponicaGagn．
葉：互生、小葉5枚の複
葉、長い柄
茎根：角のある茎、紫褐色、
巻きひげあり
花：葉の反対側にある柄の
先に集散状の花序の花
分布：日本全土、朝鮮半島、
中国撮影場所：思川河川敷公園
撮影日時：2007／8／30
（85）
種名：不明
学名：
葉
茎根：
花
分布：
撮影場所：思川河川敷公園
撮影日時：2007／8／30
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（86）
葉
茎根：
花
分布：
撮影場所：思川河川敷公園
撮影日時：2007／8／30
（87）
…顯蟹，鑛駄撫麗1
撮影場所：思川河川敷公園撮影日時：2007／8／30
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（88）
（89）
202
種名：メマツヨイグサ（二年
生）科名：アカバナ科
学名：OenotherabiennisL
葉：互生、葉の中央が赤み
を帯びる。
茎根：
花：夜に開く。
分布：北アメリカ原産の帰化
植物、ヨーロッパ、ア
ジア、オーストリアに
分布。撮影場所：思川河川敷公園
撮影日時：2007／8／30
種名：不明
科名：
欝
莞根：
分布：
撮影場所：思川河川敷公園
撮影日時：2007／8／30
白鴎大学周辺の野草（2）
（90）
種名：ヤブツルアズキ（1年
草）科名：マメ科
学名：Aa㎎曲svamゆnen曲
葉：葉は3小葉からなる。
茎根：つる性
花：1．5cm位の黄色の花
分布：本州、四国、九州
撮影場所：思川河川敷公園
撮影日時：2007／8／30
（91）
種名：不明
科名：
学名：
葉
茎根：
花
分布：
撮影場所：思川河川敷公園
撮影日日寺：2007／8／30
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（92）
種名：不明
科名：
学名：
葉
茎根：
花
分布：
撮影場所：思川河川敷公園
撮影日時：2007／8／30
（93）
種名：不明
科名：
学名：
葉
茎根：
花
分布：
撮影場所：思川河川敷公園
撮影日時：2007／8／30
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（94）
“ノー〆 種名：クズ（多年草）
科名：マメ科
学名：PuerahalobataOhwi
葉：互生、小葉3枚の複
葉、長い柄、裏に毛が
ある。茎根：長く伸びて他に巻き付く
花：葉の付け根から房状の
花序、上へ咲き上が
る。分布：日本全土、中国、朝鮮
半島撮影場所：思川河川敷公園
撮影日時：2007／8／30
（95）
種名：イヌタデ（一年草）
科名：タデ科
学名：Polygonumlongisetum
葉：互生
茎根：直立茎、赤みを帯び
る。良く枝分かれす
る。花：花弁のない花が上部に
円柱形に密に集まる。
分布：日本全土、朝鮮半島、
中国撮影場所：思川河川敷公園
撮影日時：2007／8／30
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（96）
（97）
206
種名：クワモドキ（一年生）
科名：キク科
学名：Ambrosiatr迅daL
葉：柄がある。葉は3から
7裂となる。
茎根：茎は良く分岐し高く伸
びる。花：秋に茎の先に有頭花の
長い穂を出す。
基部に雌頭花を付ける。
花粉症の原因となる。
分布：アメリカ原産の帰化植
物、1953年に関東地方
で見つかり全国に分布
した。撮影場所：思川河川敷公園
撮影日時：2007／8／30
種名：不明
科名：
学名：
葉
茎根：
花
分布：
撮影場所：思川河川敷公園
撮影日時：2007／8／30
白鴎大学周辺の野草（2）
（98）
種名：ツルマメ（ノマメ）
（一年草）
科名：マメ科
学名：Glydnes⑫Sieb．etZu㏄
葉：3っの小葉
茎根：つる性
花：白っぽい紫
分布：北海道～九州
撮影場所：思川河川敷公園
撮影日時：2007／8／30
（99）
種名：キカラスウリ（多年
草）科名：ウリ科
学名：TdchosanthesK圃ow五
Maxim．ver．japonica
Kitam．
葉：互生、葉に柄がある。
茎根：雌雄異株、根は塊状、
化粧用の粉をとる。
花：夏に白い花
分布：北海道から奄美大島
撮影場所：思川河川敷公園
撮影日時：2007／8／30
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種名：ヒルガオ（多年生）
科名’：ヒルガオ科
学名：Calystegiajaponica
葉：やじり型の葉形
茎根：地下茎
花：淡紅色の花、昼に咲く
分布：北海道から九州・中
国、朝鮮半島
撮影場所：思川河川敷公園
撮影日時：2007／8／30
（101）
種名：トキワススキ（多年生）
科名：イネ科
学名：MiscanthusJaponicus
Anderss．葉：互生、縁は硬質
茎根：地下茎、短く密に分岐
する。2m以上になるものも
ある。花：紫褐色の花
分布：中部以西の暖地に分布
撮影場所：思川河川敷
撮影日時：2007／9／18
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（102）
種名：ヒガンバナ（多年生）
科名：ヒガンバナ科
学名：LycorisradiataHerb．
葉：花が終わってから濃緑
色の葉を出し、翌年春
に枯れる。
種子はできない。
茎根：球形の魚、舞茎力鞄下にある。
花：赤い輪状の花
分布：本州、四国、九州、沖
縄、中国大陸
撮影場所：思川河川敷
撮影日時：2007／9／18
3．まとめ
昨年度に続いて、思川河川敷の公園の周りと本学校地内を調査した結果
である。昨年度気付かなかった種類がまだ多数あることに驚かされる。多
くの植物図鑑を調べても種名を特定できない野草も多い。これらについて
は今後も資料を補強したりして可能な限り特定していきたい。
今回の調査で80番のシマスズメノヒエ（島雀の稗）を確認したが、この
種は南アメリカが原産であり暖かな地方で生育するものである。第二次世
界大戦後に帰化し、埼玉県あたりが生育の限界ではないかと言われてい
た。小山市はほとんど埼玉県と同様の自然環境にあると思われるが、この
種が生育できる気候であることを改めて確認できた。
温暖化を裏付けるものとして南の地域の昆虫が北に移っていることが調
べられている。植物では、昆虫のように生育域の差を示すことは難しい
が、このような雑草についての調査が全国規模で充実されれば、植物から
も温暖化の傾向を裏付けることが出来るであろう。
教育学部の学生の多くは、幼稚園・保育園・小学校さらには中学校・高
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等学校の教員として勤務することが予定されている。幼稚園・保育園にお
いては自然環境は重要な保育環境である。豊かな自然環境を通して心豊か
な人格形成の基礎が育まれる。小学校の子どもたちは、学校を中心とした
学校の周りの自然環境の中で遊び生活をすることがほとんどである。豊か
な自然の中から不思議さや驚きを感じて知性や人格を育てる身近な自然環
境について、教職につくものは植物・動物・地形・地質などを含めて自然
の環境状況を把握しておくことが大切である。今回のこの調査もこのよう
な使命を担う学生たちにとっても意義のあるものとなることを期待してい
る。
誤りのご指摘、不明な植物名のご教示をいただければ幸いである。
参考文献
1．雑草博士入門
2．原色野外植物検索図鑑1～7
3．日本帰化植物写真図鑑
4．牧野日本植物図鑑
5．都会の草花図鑑
6．校庭の雑草図鑑
7．原色野草観察検索図鑑
8．図解植物観察辞典
9．野に咲く花
全国農村教育教会
全教図
全国農村教育教会
北隆館
八坂書房
南方新社
保育社
地人書館
山と渓谷社
210
